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論理的思考力の育成



適切な
カリキュラム・マネジメントによる
プログラミング教育の実施



小学校プロ
グラミング
教育改訂
（第３版）
R.2.2
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ICT環境の充実
研修の充実



総合的な学習の時間において

小学校プログラミング教育

改訂（第３版）R.2.2



小学校プログラミング教育改訂（第３版）R.2.2

プログラミングに
慣れてくる一方で、
個人を不快にさせたり、
困らせようとする目的で
プログラムを作成するというような
ことがないよう、
情報モラルを
意識しながら指導すること

プログラミング教育に関する
カリキュラム・マネジメント
を行う際には、
情報活用能力全体を見据えるこ
とが必要であり・・・



小学校プログラミング教育改訂（第３版）
R.2.2

環境整備及び研修の必要性
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プログラミング教育実践について

①ビスケット
・たまごから うまれたよ！
・さかなを およがせてみよう

②フローチャート
・フローチャートのかきかた
・おそうじゲーム



たまごから うまれたよ！（ビスケット）

ビスケットとは…

• プログラミング的思考を用いたアプリケーション

• 👆←右記のようなタッチボタンや👓のようなオブジェクトを使用して

さまざまなことができる。

→自由度が高く、得意な児童はより高度なものを作成していた。

10月

ビスケットを用いて、たまご→ひよこ→にわとりに順番に進化する仕組みを作る。

→学習参観では好きなものを生まれさせた。

何段階もの進化を
プログラムして、
カレーライスの

作り方をビスケットで
つくったよ！



さかなを およがせてみよう（ビスケット）
ビスケットの基本的な操作方法を理解したうえで、

さかなを思い通りの方向に動かしたり、魚同士がぶつかる
と、新しい生き物に変化したりする仕組みを作成した。

10月

成果と課題

＜成果＞
・導入としては◎
・楽しみながら取り組める

＜課題＞
・機能の使用について制限？
・公式サイトで授業用ver.が
リリースされている

プログラミング的思考を使いながらも、操作や仕組み自体は直感的な
ものであることから、低学年のプログラミング導入には大変効果的で
あると感じる。



フローチャートのかきかた
ある一連の活動を実現するため、どのような動きの組み合わせに
なるのか、処理記号を用いて表す方法を学んだ。

2月

STEP１
まずは 枠ありで
朝のしたくの手順を
フローチャートに書いてみる

STEP２
枠なしで
帰りのしたくの手順を
フローチャートに書いてみる

STEP3
給食のしたくを例に、
選択肢のある活動について、
判断条件の記号を用いて記入し、
活動にさまざまな方法があるこ
とを知る。



おそうじゲーム
これまでの学習内容を活かし、フローチャートの書き方を理解したうえで

おそうじゲームに取り組んだ。

2月

成果と課題

＜成果＞
・段階を踏んだ取り組み◎
・おそうじゲームもスムーズ

＜課題＞
・記入欄が狭かった
（ワークシートの改善）

・デジタルで取り組めないか？
（検証が難しい）

①

②

①ルールに従い、まずはスタートから

ゴールまでの道のりを確認する。

②思った動きになるように、フローチャート

を用いて表す。
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国語「かん字のかき方に気をつけよう」

ビスケット



フローチャートの書き方練習（その１）
※朝起きてから
家を出るまでに
すること



フローチャート書き方練習（その２）
※天気を見て、
どのような準備が必要か



図工「ひみつのたまご」

ビスケット



算数「かけ算のもんだいを作ろう」

ビスケット
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総合 「都道府県クイズ」 スクラッチ

社会科で都道府県について学んだあと、児童それぞれがさらに興味を持ったことを端末などで調べ、知ったこと
でクイズを作りました。

スクラッチで簡単なプログラミングはす
でに組むことができていました。

4年生では、友だち同士での教え合い
よって、プログラミングがどんどん複雑
なものになっていきました。



総合 「都道府県クイズ」 スクラッチ

でき上ったクイズを、みんなで解いて、楽しみながら都道府県についていろいろなことを知ることができました。
問題の表示の仕方や、答えの出し方にも、児童それぞれに工夫がありました。



総合 「お正月クイズ」 スクラッチ

書初めや、家族でのお正月の過ごし方などの話から、世界ではどのようにお正月を過ごしているのかに興味を持
ち、それを調べ、スクラッチでクイズを作ることになりました。

都道府県クイズで見た友達のプログラミングをまねたり、以前は
できなかったので試したかった音が出るようにしたりと、より複
雑なプログラミングに挑戦していました。
答え方も、時間制限や、入力した内容によってその後の反応を変
えるなどの工夫もできました。



総合 「都道府県クイズ」 スクラッチ

お店のような形で、自分の端末や相手の反応を見守りながら、それぞれが作ったプ
ログラミングによるクイズで、楽しむことができました。
プログラミングをした人は、自分のプログラミングした問題で友達が楽しんでいる
様子を見て、喜んでいました。
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５月 社会「国土の気候の特色」スクラッチ
～各地の気候には、どのような特色があるのだろうか～

各地の雨温図を交互に表したり、重ねて表したりして、１年間
の気温の変化や雨量について比較しました。



１２月 算数「正多角形と円」 スクラッチ

正多角形の特徴をとらえ、かきました。辺の数を増やすと
１つの角の大きさが大きくなり（回転させる角度が小さくな
り）、だんだん「円」に近づいていくことがわかりました。



12月 家庭科「食べて元気！ご飯とみそ汁



１月 「心が動いたことを三十一音で表そう」
フローチャート

たん生日 心がおどる 一日だ
生んでくれて 感しゃしてるよ
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心が動いたことを題材に、したことや気持ちを図で表してから
短歌にしました。



２月 特別活動「卒業をお祝いしよう」
スクラッチ



２月 国語「方言と共通語」 ビスケット

方言をクリックすると共通語に変わる→クイズ形式にして発表しました。
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スクラッチでゲーム作り





２月 フローチャートで考えを可視化



２月
理科「発電と電気の活用」
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１年生 情報モラル教育 年間指導計画

１学期 生活科 「タブレットのつかいかたをしろう」
道徳 「あとかたづけ」

２学期 道徳 「ひつじかいの こども」

３学期 図画工作科 「さくひんを せいり しよう」



6月
タブレットの つかいかたを しろう

①では、初めて使うICT機器（タブ
レット）の、基本的な使い方につい
て学習した。

使うときの約束について、「正しく、
きれいに、やさしく」使うという３
点について確認した。



②では、パスワードの大切さについ
て学習した。

パスワードは家の鍵のようなもので、
絶対に人に教えたり、人のものを見
たりしてはいけないことを確認した。



１年 道徳「あとかたづけ」 ７月

身の回りが片付いている時と散らかっ
ている時を比較し、それぞれの気持ち
の違いを考えることを通して、身の回
りを整理・整頓しようとする態度を養
う。



11月生活科「おしごとチャレン
ジ」の取り組みとも関連付けて、
「白衣や体操服をきれいにたた
む」、「靴のかかとをそろえて置
く」など日常生活に生かせた。

さまざまな情報を整理し、
必要な情報・不必要な情報を
区別する能力の向上に繋げて
いく。



１０月
１年 道徳「ひつじかいの こども」

私たちは、うそばかりついている
人の言うことは、（どうせうそに
ちがいない）と思い、信じようと
思わなくなることを理解すること
で、うそをつかないで正直にしよ
うとする心情を育てる。 情報を受け取る人の気持ちに気づくと共に、

自分が情報を発信することの責任の大きさに気
づかせる。



３月

作品を整理しよう

自分の作品の整理整頓をする。
７月の道徳「あとかたづけ」の実践
と関連させて指導する。

1年生の情報モラル学習では、人や
ものを大切にすることから学んできた。
そこから、自分や他者の情報の大切
さ、肖像権など個人の権利の大切さ
にも目を向けられるよう今後も継続
指導していく。



R４ 大阪市立滝川小学校
情報教育研修会

情報モラル教育実践交流会
２年



２年生 情報モラル教育年間指導計画

▼ 道徳科

「たけしの電話」（電話のれいぎ）

「おばあちゃん お元気ですか」

▼ 学級活動

「ゲーム機・携帯・スマホのつかい方をふりかえろう」

▼ 生活科

「写真を撮る時に気を付けること」（肖像権）



道徳「おにいちゃんの 電話」
（電話のれいぎ）

６月

相手によって話し方や言葉遣いを変
えることは、相手が気持ちよく感じ
たり、相手に失礼にならないために
大切なことであることに気づき、気
持ちのよい言葉遣いをしようとする
心情を育てる。



道徳「おばあちゃん お元気ですか」
１２月

自分が家族に愛され、大切にしても
らっているてつやの気持ちを考え、
父母、祖父母を敬愛して家族のため
に役に立とうとする心情を育てる。



肖像権…承諾なく、また正当な理由なく、自分の肖像（顔、姿）

や絵画、彫刻などに写し取られたり、公表あるいは使用

されたりしない権利。

〇撮る前に「撮ってもいいですか。」と言い、相手に許可を

取ってから撮る。

生活科「写真を撮る時に気を付けること」
（肖像権）



学級活動「ゲーム機・携帯・スマホのつかい
方をふりかえろう」
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小学道徳 生きる力
情報モラルの内容の教材

1年

6年5年

４
年

3年

２
年



５月「『著作権』って、何？」
①



５月「『著作権』って、何？」
②

引用（いんよう）

https://osakatemmangu.or.jp/saijireki/tjm←URLを記載する。
本の場合は題名を記載する。

・10月～11月に天神祭の調べ
学習を行った。その時にも児
童たちはしっかり著作権につ
いて考え、引用して学習を進
めることができ、今後も継続
して指導していく必要がある。



1月３年 道徳「ちゃんと使えたのに」

そうたの後悔を通して、約束を守るこ
とが大切なものを守ることになるとい
うことを理解し、約束を守ろうとする
心情を育てる。



２月３年 道徳「心のベンチ」より

時代を経て、形をかえ、便利になって
きた。相手と容易に繋がることができ
るようになったため、発言の内容を吟
味し、互いが気持ちよくコミュニケー
ションをはかろうとする心情が大切で
ある。
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1学期 総合 「肖像権について知ろう。」

学級活動 「アウトメディアのマイルールを作ろう

2学期 道徳 「交換メール」

学級活動 「ネットゲームの落とし穴」

3学期 道徳 「ネットいじめは人権侵害」

学級活動 「スマホの良いところと問題点を考えよう」

年間指導計画 4年生



「肖像権に気をつけて」
ネット社会の歩き方

指導の目的
①「肖像権」とはどのような権利かを知る。
②どのようなケースから「肖像権」の侵害になるのかを知る。
③「肖像権」を侵害しないための姿勢を身につける。

国語科・総合的な学習の時間に向けて



「肖像権の侵害」は１人１台端末でより身近な問題に

児童の反応
・勝手にとったらあかんやろ。
・勝手にお姉ちゃんに服借りることもあかんで。
・勝手に使ったらあかんやろ。

勝手に



「肖像権の侵害」は１人１台端末でより身近な問題に

写真を撮るときの変化
・先に声をかける。
・人がいなくなるまで待つ。
・撮った後に伝えに行く。



「ネットゲームの落とし穴」

指導の意図
ワンタッチでカンタンにお金が動いてしまうシステムの
危険性を知り、他の娯楽と同様に節度を持って接する
態度を養う。



ワンクリックでアイテムを簡単に
購入できる（課金）

「課金」という言葉は子どもたち
に身近な存在になっている。

目に見えない分、いくら使ったか
自分自身でもわからなって取り
返しのつかない額となる。

現金との違い。
収入と支出について。



むやみに課金してしまわないようにするための対策を考える

課金への対策
・課金できない設定にする。（ネットに接続しない）
・アプリを消す。（退会する必要せいに気づいていない）
・課金をブロックするシステムを入れる。（フィルタリング）
・カード番号を登録しない。（その都度パスワード入力）

授業を終えて分かったこと
・課金はあこがれていたが、有利になっても現実は大変になる。
・課金は簡単にできてしまうと分かった。
・１度やってしまうとどんどんやりたくなってしまうと分かった。
・自分は良くても、お家の人を悲しませることになると分かった。
・自分の気持ちに負けないで、思いとどまる。
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４月 国語「事実と考えを区別しよう」
情報の扱い方

自分の考えのまとめ方
グラフから読み取った事実を伝え、それに
基づいて考えをまとめる。

事実（資料）は
引用元を明らかに！



６月 学級活動「やめたいけどやめられない」

・楽しい ・便利
・友達からのメールが気になる
・仲間外れにされる
・大人もやっていること

〇目が悪くなる
〇集中力がなくなる
〇怒られる
〇人の信用を失う

スマートフォンに振り回されないためには・・・
（児童のワークシートより）
★ルール（時間、使っていい時、など）を決める
★親に預けて必要な時にだけ使う
★勉強中や食事中、就寝時は近くに置かない

⇒便利だが、使い方によれば悪い方向に。ルールを
守って正しく使うといい。



９月 道徳「のりづけされた詩」

本に載っている詩を書き写してしまったのは・・・
（児童のノートから）
・間に合わないから
・あせっていたから
・友達に期待されていたから、いいものを書かない
といけないと思ったから

著作権

正直、誠実

先生に打ち明ける

・嘘をついてしまって苦しい
・友達を裏切ってしまった
・正直にならないといけない

誠実に明るい心で生活しよう



２月 道徳「知らない間のできごと」友情、信頼

みかが友達に送ったメール
《今度の転校生、携帯持ってないんだって。友達あ
んまりいないみたい。これはすいそくだけど。》

出回ったメール
《今度の転校生、携帯持ってないから、仲間外れに
されて、この学校に入ってきたらしい。》

みかの心情（児童のノートから）
・わたしが友達に送ったメールが、こんなことになるなんて。
・自分のメールが、こんな内容に変わるなんて怖い。
・仲良くなりたかったのに、傷つけてしまった。

メールを送るときは
★メールは自分の本意と変わる
ことがある。
★伝え方に気をつける。
★メールは、顔が見えないので
相手のことを考えて書く。



２月 社会「情報を生かすわたしたち」
～情報を上手に活用するには、どのようなルールやマナーを心がければよいか？～

インターネットの利用で起こる問題の例
・個人情報の流出
・にせサイト
・オンラインゲーム高額課金
・SNSが原因のいじめ
・いたずら書き
・商品が届かない

わたしの情報活用宣言（児童のノートから）
・個人情報（住所や名前、生年月日、電話番号）の管理には十分に気をつけます。
・きけんなホームページを開きません。
・SNSやメールで、いじめにつながるようなことを書きません。
・「友達だし大丈夫」という気持ちは危険。気をつけます。
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１０月

国語「情報を活用するときに気をつけよう」



２月

「ID・パスワードについて考えよう」


